
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日 2006年4月1日
学部・研究科名 理学部
学科・専攻等名 生物・化学科
コース等名 化学コース

授業科目名 授業科目の主題（箇条
書）
（この授業科目における
中心となる題目・問題・
テーマ等を箇条書に記入
する。）

授業科目の到達目標（箇
条書）
（この授業科目の学習後
に到達すべき最低限の
（行動）目標を学生が主語
で行為動詞を使用して箇
条書に記入する。）

生物科学の基礎を学んだ
上で，化学の基礎と専門
知識を身につける。

物質の性質や変化のしく
みを原子や分子のレベル
で理解できる能力を身に
つける。

化学数学や化学英語の
演習を通して，数学的手
法や専門英語の能力を身
につける。

分析化学実験，物理化学
実験,有機化学実験を通し
て，これらの分野の技能
を習得するとともに，問題
を解決する能力を身につ
ける。

特別研究に取り組むこと
により最先端の化学に触
れ，自ら主体的に考えて
新しい技術や化合物を創
出する能力を身につけ
る。

論理的に物事を考察し，
記述できる能力，プレゼン
テーション能力を身につ
ける。

自然環境問題や生命現
象を理解できる知識，能
力を身につける。

例　○○△△ １．・・・・・
２．・・・・・

１．・・・・
２．・・・・
３．・・・・

1○
(到達目標の第１項目がＧ
ＰのＡ項目に○で対応す
る）

１△
２○
（到達目標の第２項目が
ＧＰのＣ項目に△で対応
し、かつ第２項目がＧＰの
Ｃ項目に○で対応する。）

3◎
(到達目標の第３項目がＧ
ＰのＥ項目に◎で対応す
る）

 例１◎
 ２◎
 ３◎

数学I
 ◎

数学II
 ◎

物理学I
 ○

物理学II
 ○

生物学I
 ◎

生物学II
 ◎

化学I
 ◎

化学II
 ◎

地学I
地学II

理工学のための統計学
 ◎

情報処理演習
 ◎

基礎セミナー
 ◎  ◎  ◎

物理学実験
 ○  ○

理学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 生物・化学科の教育目的（具体的に記述・箇条書き）

１．幅広い教養と生物科学，化学およびこれらの融合領域分野の専門知識・技術を修得する人材を育成する。　　　　　２．論理的思考力と柔軟な発想力を培い，広い視点から社会で活躍で
きる人材を育成する。

化学コースのカリキュラム 化学コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）



生物学実験
 ◎  ○

化学実験
 ◎  ○

地学実験
 ○  ○

フレッシュマンセミナー

英語
 ◎  ◎

人文芸術

環境と技術
 ◎

社会と科学
総合科目
生物・化学セミナー  ◎  ◎

分子生物学  ◎  ○

生物学概論  ◎  ○

化学概論  ◎  ◎

無機化学Ⅰ  ◎  ◎

有機化学Ⅰ  ◎  ◎

生物化学  ◎  ◎

生物物理化学  ◎  ◎

天然物有機化学  ◎  ◎

高分子化学  ◎  ◎

生物学実験  ○  ◎

化学実験  ◎  ◎  ◎

特殊講義  ◎  ◎

物理学概論  ○  ○

地学概論  ○  ○  ○  ◎

物理学基礎実験  ○  ○  ○

地学基礎実験  ○  ○  ○

学外実習Ⅰ

学外実習Ⅱ

文献講読  ◎  ◎  ◎  ◎

化学数学及び演習  ◎  ◎  ◎

化学英語及び演習Ⅰ  ◎  ◎

化学英語及び演習Ⅱ  ◎  ◎

分析化学Ⅰ
 ◎  ◎

分析化学Ⅱ
 ◎  ◎

無機化学Ⅱ
 ◎  ◎

量子化学及び演習Ⅰ  ◎  ◎

量子化学及び演習Ⅱ  ◎  ◎

物理化学Ⅰ  ◎  ◎



物理化学Ⅱ  ◎  ◎

物理化学Ⅲ  ◎  ◎

有機反応化学  ◎  ◎

有機構造化学及び演習  ◎  ◎

無機化学Ⅲ
 ◎  ◎

物理化学Ⅳ  ◎  ◎

有機化学Ⅳ  ◎  ◎

環境化学及び演習
 ◎  ◎  ◎

計算化学及び演習
 ◎  ◎

情報統計学  ◎  ◎

遺伝情報解析  ◎  ◎

先端化学入門  ◎  ◎

分析化学実験  ◎  ◎  ◎  ◎

物理化学実験  ◎  ◎  ◎  ◎

有機化学実験  ◎  ◎  ◎  ◎

生物学基礎実験
 ◎  ○

特別研究  ◎  ◎  ◎  ◎

例１．合格した授業科目
に関するＧＰのＡ項目の

 ◎
 （◎

＝３点）をすべて修得して
いること。２．合格した授
業科目に関するＧＰのＡ

 項目の○
 と△

 （○
 ＝２点、△

＝１点として計算する）と
で２０点以上修得している
こと。

H M W
H M W
H M W
H M W

H M W
H M W

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き） 例１．生物・化学科のＧＰ項目の基準をすべて達成していること。２．卒業研究の内容に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表１）３．卒業研究の発表

例　卒業研究の達成度判定基準

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

１．課題の内容に対する歴史的な背景や周囲の状況

    
２．調査・研究方法・結果をその道筋に沿って説明で
３．結果を課題と関連づけて説明し，結果のもつ意味
４．課題解決方法の特徴・オリジナリティを示し，今後
５．その他注目すべき点

発表技法に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

１．資料やOHP等が適切に用意されている。
２．発表内容を適切な順番で、かつわかりやすい言



H M W
H M W

注１）H (high)：3， M (middle)：2， W (weak)：1 点とし，判定項目 (1) から (4) まで

    ３．他人に説明するための話し方、視線等プレゼン
４．質問の意味を正確に把握して，的確な答えをス
５．その他注目すべき点


